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論 文 内 容 の 要 旨

近年 A nabolic Steroid の臨床的応用は, 整形外科領域においても再生的骨形成に及ぼす促進的効果の

面からますます脚光を浴びてきた｡ 著者はこの作用機序に関する基礎的問題の解明に寄与せんとして, 輿

所的骨形成に及ぼす D urabolin, A nad rol, A peton depotの 3種製剤の影響を組織学的ならびに組織化学

的に検索し, さらにレ線学的観察と体重増加率および骨形成率の検討をも加えてこれを追求した｡

実 験 方 法 :

1.7 kg 前後の発育期雄性家兎を使用し, 去勢群と非去勢群の 2 群に分けて, おのおのに新鮮骨髄およ

び海綿骨 (0.1g 宛) の自家筋肉内移植を行なった (大腿伸筋, 背筋)｡ 上記 3種製剤の投与は次のごとく

行ない, 全て術直後より開始した｡

A ) 去 勢 群 D urabolin - 仙 川･- - - - ･3, 5, lon g/kg,1回/過, 筋注

A nadro1- - - ･- - - - - - ･3, 5, lon g/kg,1回/冒, 筋注

A peton depot- - - - - - - 5,10,20m g/kg,1回/過, 筋注

B ) 非去勢群 A peton depot - - - - - - - ･5, lon g/kg,1回/過, 筋注

結 果 :

1) 骨形成は全て移植母床に由来する未分化間葉系細胞の化生によって生じたものであり, 骨芽細胞の

前段階は線碓芽細胞である｡ 骨形成の過程は骨髄移植および海綿骨移植ともに, 1 週において始めて骨梁

形成を認め, 2 週にて樹枝状骨梁に改造機転を生じ, 5 週で内部に造血性骨髄を有する球状骨となり, 10

週ではこれが縮小化している｡ 移植海綿骨菜は5 週においてほぼ吸収されて消失する｡

2) 投与した 3種製剤は全て同程度に骨形成促進作用を示したが, それは去勢群における実験で端的に

認められたものであり, また至適投与量を超過すると逆に抑制的になることから, A nabo】ic Steroids の

臨床的効果を期待するには適応条件と投与量の吟味が必要であることを示唆している｡
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A ) 去 勢 群 D urabolin - - - - - - - - - 5m g> 3m g> 10m g> 対照例
●lL

A nadro1- - ･- - - - - - - - 5m g> 3m g> 10m g> 対照例
11.

A peton depot - - - - - - ･10m g> 5m g> 20m g> 対照例
l̀L

B ) 非去勢群 A peton depot - - - - - - ･ 5m g> 対照例> 10m g

3) A nabolic Steroids の骨形成促進作用は, 間葉系細胞の増生と分化の促進に起源を求め得た｡ した

がって活動的な骨芽細胞を豊富に出現せしめ, 旺盛な骨梁の発達を促して, 骨塩の沈着も充実したものと

している｡ なお骨形成の旺盛な例では軟骨組織の発生をも認めた｡ A lkaliph osphatase 反応により骨芽細

胞 とそれに分化する過程の細胞群の活性度を うかがい, A zan 染色, P A S 反応および C a 染色により骨

基質の成熟性と骨塩沈着の関係を検討した｡

4) 骨形成開始と骨梁の改造機転出現の時期は A nabolic S teroids によって影響を受けたとは考えられ

ない｡

5) 骨形成の成績は体重増加とほぼ一致していることから, A nabolic S teroids の骨形成促進作用は全

身的蛋白同化促進作用の部分的現象とも考えられる｡

6) 骨髄移植と海綿骨移植による骨形成率ははば等しく, A nabolic S teroids の骨形成促進作用を骨形

成率 (平均) 値でみると次のとお りである｡

A ) 去 勢 群, 対照例-- - - - ･50%

投与例･- - - - ･79%

D urabolin, A nadro1 5 m g/kg 投与群

A peton depot lon g/kg 投与群

B ) 非去勢群, 対照例･- - - - 81%

投与例- - ･･･- 85%

(A peton depot 5m g/kg a S q )

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

整形外科領域においで再生的骨形成の問題はきわめて重要であるゆえ, これを追究するに最も便利と考

えられる異所的骨形成実験を家兎で行ない, これに対する A nabolic S teroids (D urabolin, A nadrol,

A peton depot) の影響を組織学的および組織化学的に検討した｡

授与した 3種の薬剤はすべて同程度に骨形成促進作用を示したが, 至適投与量を超過すると逆に抑制的

に作用することが判明した｡

A nabolic S teroids の骨形成促進作用は間葉系細胞の増生と分化の促進であって, 活動的な骨芽細胞を

豊富に出現せしめ, 旺盛な骨梁の発達を促し, 骨塩の沈着を増強せしめる｡

以上の骨形成の成績は体重増加とほぼ一致 していることから A nabo】ic Steroids の骨形成促進作用は全

身的蛋白同化促進作用の部分的現象とも考えられる｡ このように本研究は学術上有益なものであり医学博

士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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